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＜訳注＞ 

これはイギリスのマジシャン、CHRIS CONGREAVE の前著

「CURIOUSR＆CURIOUSER」（FT マジックで日本語版を販売中）の続編

とも言うべき本です。４３のエフェクトと 1 つのエッセイが収められてお

り、エフェクトのうちいくつかはコインや名刺を使うものです。 

他はすべてカードマジックですが、そこには彼の多彩なアイデアがあふれて

います。読者の中には、それぞれのエフェクトの演技時間が短いものが多い

と感じる方もいるかもしれませんが、それは著者の CHRIS が企業や結婚式

のパーティーを主戦場とするマジシャンだからです。テーブルホッピングや

「STROLLING」（会場を歩き回って演じる）タイプの演技環境に合わせ

た、複雑でない、現象が分かり易いものが主体になっているからです。 

とにかくいろいろな現象とやり方のエフェクトがありますので、きっと読者

のお気に入りのエフェクトが見つかると思います。お楽しみください） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 



FOREWORD （序文―要約） 

私はクロースアップマジックが好きではありません。 

という言い方はクロースアップマジックにとってフェアではないかもしれま

せん。私はクロースアップマジックの演じられ方が気に入らないことがある

のです。なにも、静かな夜に６つか７つの同じ劇的な要素もなく脈絡のない

トリックをやりながら断りもなくテーブルの間を渡り歩かなくても、人にと

ってもっと有意義に夜を過ごす方法があるのではないかと思うからです。 

レストランに行けば行ったで、私の貴重な一夜はうるさくしゃべりかける無

遠慮な「スライハンドイリュージョニスト」なる者に邪魔されます。 

彼らはコインを貸せば曲げて返し、紙幣は時にはレモンジュースだらけにし

て返し、時計は腕相撲のような動作の中で盗みます。それらのことが、まと

もな脚本家からすれば、文法も無視したようなお粗末なセリフとともに繰り

広げられるのです。 

テーブルでは大いに楽しい時が流れますが、それはマジシャンにとって楽し

いという事であり、客達は上品でプライベートな会話をしていたのに、誰か

が割り込んで来て、どうしてこんなことになったのかと戸惑うばかりです。 

そして、なんでかは知らないけれども、先ほどまでデックのあった所に氷の

塊が現れて、着こなしの良くない男が英雄であるかのようにふんぞり返って

去って行くのです。後には濡れた客の手やテーブルが残るというのに、で

す。こんなクロースアップマジックを見せられたら、嫌にもなります・・。 

ここまで読むとおそらくあなたは、クロースアップマジックの演技について

こんな風に感じている男になぜ著者の CHRIS がこの本の「序文」を書くよ

うに頼んだのかと不思議に思う事でしょう。それは、私が彼に借りがあるか

らでしょう。なぜなら、私は自分の結婚式のパーティーでは CHRIS にクロ

ースアップマジックをお願いしてやってもらったからです。 

偉大なるマジシャンと言うものは、マジックを愛し、人を愛し、ハードワー

クを愛するものだと思います。CHRIS はその３つの要素を十分に持ってい

ます。CHRIS は他のマジシャンが時間をかけて考えるようなルーティン

を、ランチの時間の中で思いつきます。彼は、私が今まで会った人々の中で



も本当に強力なマジックを創れる人だと、私に本能的に感じさせてくれるマ

ジシャンです。 

彼は時として名人の輝きも見せますし、また「STAND-UP COMEDIAN」

としてのおかしさも見せますし、何より自分よりもマジックを前面に出し

て、マジックを主役にする謙虚さも持っています。CHRIS は彼の長い成功

に満ちたキャリアの中で、キッズショーから大きなイリュージョンまでこな

してきました。しかし、彼が本当に得意とするのはクロースアップマジック

であり、ほとんど趣味のようになっています。それが彼の成功の秘密のよう

です。 

彼はスライハンドマジックも軽くこなしますが、コンベンションで朝の５時

まで一緒に過ごしてみると、彼の好みが必ずしもそれではないことが分かり

ます。彼が求めるのは、楽しく実用的なマジックなのです、 

あなたが手にしている本には、その実用的、実践的なマジックがつまってい

ると思います。私はあなたがそれらを気に入るであろうことを保証します。

もし気に入らなければ、私は個人的に代金をお返しいたします。実は、私自

身がまだこの本を読んでいないにも関わらず、です。 

CHRIS が「良いものが出来た」と言えば、私は信じます。彼は今まで、私

をがっかりさせたことは一度もありませんでしたから。 

                ２０２２年３月   MARK JAMES 

（訳注：MARK JAMES は２０年以上のキャリアを持つマジシャンで、世

界４０か国での演技経験を持ちます。スライハンドとコメディを融合させた

ユニークなショーを展開します。TV やマジックキャッスルにも定期的に出

演しています） 
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ウソ：LIAR 
これは「LIE DETECTOR（うそ発見器）」エフェクトの 1 つの素敵なプレ

ゼンテーションであり、強力でマジカルなフィニッシュとなっています。 

（現象） 

１枚のカードが選ばれ覚えられて、またデックに戻されます。さらに裏の色

の異なるカード数枚のパケットを見せますが、それらのカードの裏には

「LIE（うそ）」という単語が書いてあります。そして、客のカードについて

いくつかの質問をしていきますが、その都度客は本当でも嘘でもよいので質

問に答えます。その答えはカードを１枚ずつ配りながらスペルしていきま

す。マジシャンは質問の結果、最後にカードはダイヤの３だと言います。 

「私はあなたのカードがこれだと絶対の自信があるのです。ですから、こち

らのカードもすべてダイヤの３を用意してきたのです」と言って、デックと

裏の色が違うパケットのカードのフェースを見せると、すべてダイヤの３で

す。 

「では、ここで初めて本当のことを聞きます。あなたの選んだカードは何で

したか？」と聞くと、客は「ハートの６」と答えます。マジシャンのカード

とは違います。 

マジシャンは、「実は本当のことを言いますと、これらのカードがすべて同

じカードだと言った時、私はうそをついたのです。このカードだけが違うカ

ードなのです」と言って、先ほどダイヤの３と見せたカードを表返すと、そ

れがハートの６に変化しているのです。 

（やり方） 

ここで行う「うそ発見器」のルーティンは、有名な JIM STEINMEYER の

「NINE CARD PROBLEM」を７枚のカードでやる DAVID SOLOMON

のやり方を使っています。あなたは好きな「うそ発見器」のルーティンを使

えば良いですが、たまたま私は DAVID のやり方がお気に入りだったので

す。 

―以下省略― 

 



いつも携帯するカード：EVERY DAY CARRY CARDS 

これはかって私が商品化して販売したもので、MICK WILSON にデザイン

してもらったカードを使いました。そのエフェクトは素敵なもので、いつも

身につけて持ち歩けます。私は携帯電話のケースに入れて持ち歩いていまし

た。特別なカードがなくても、ブランクカードに皆が持っているような品物

の名前を書いて使うことができます。４枚の青裏のカードと４枚の赤裏のカ

ードを使ってもよいし、８枚の赤裏のカードを使って、MICK WILSON の

「私の物。あなたの物」という素敵なアイデア（後記）を活かしてもよいで

す。 

このエフェクトのベースになっているのは、NICK TROST の「８CARD 

BRAINWAVE」です。私はこの素晴らしいルーティンを随分前に、

MICHAEL AMMAR の「EASY TO MASTER CARD MIRACLES」のビ

デオで最初に見ました（そうです、ビデオです。随分昔ですね）。 

このルーティンのためには難しいスライハンドは必要なく、「OLRAM 

SUBTLETY」というやり方を使います。もしあなたがそのやり方を知らな

かったら、最後に簡単にやり方を書いておきます。 

（訳注：と言いながら、書いてありません！そこで基本的なやり方を説明し

ておきます： 

８枚のカードを表向きで赤裏、青裏・・・と交互に並べます。フェースカー

ド（赤裏）を表向きでテーブルに置きます。残りのカードを表向きのまま左

手に持ったら、フェースカードを親指で右へと押し出し、右手に取ります。

そのまま両手を返して左右の手のカードの裏をみせると青裏です。両手を元

に戻したらすぐに左親指で左手のフェースカードをテーブルに置き、すぐ右

手のカードをその上に重ねます。また左手のフェースカードを右手に取って

同じことをします。もう一度同じことをします。最後に残った１枚を両面を

見せながらテーブルの６枚の下に入れて全体をすくい上げて、カードをそろ

えたら裏向きに青裏を見せてテーブルに置きます。これで客は青裏しか見て

いないので、表向きのカードが赤裏であることに驚くわけです） 

 



（現象） 

マジシャンは財布から数枚のカードを取り出しますが、そこには客がいつも

身に着けているであろうものが書いてあります。客に、そこに書かれた品物

をどれか取り出してもらいます（仮に携帯電話とします）。客に残りのカー

ドの裏を見せると、それらは赤い裏のカードで、それぞれに大きな「X」マ

ークが書かれています。「携帯電話」のカードを裏返すと、それだけが青裏

なのです。 

（カードとセット） 

８枚のブランクカードを用意したら、それぞれに品物の名前を書いておきま

す（１４頁の写真）。以下は、普通誰でもが３，４つは持っているであろう

ものの例です。 

ペン、携帯電話、コイン、紙幣、クレジットカード、キー、ライター、時計

など。 

カードは赤裏と青裏のカードを交互にセットしておきます（８枚の同色のカ

ードを使うアイデアは後記します）。 

（やり方―基本のルーティン） 

カードを取り出したら客に見せて、「これらは、我々がよく身に付けている

ものです」と言います。客にこれらの品物を持っているかと聞き、持ってい

る物をテーブルに出してもらいます。もし客が複数の物を持っていたらベス

トです。エフェクトがより不可能なものに見えるからです。 

客が、クレジットカード、携帯電話、キー、時計を取り出したとします。 

―以下省略― 

 

（変なカードを使うアイデア） 

４枚の「妙な」品物のカードを混ぜておくアイデアです。もしあなたが

FUNNY（おかしな）な演技をしたければ、使ってみてください。 

―以下省略― 

 

 



ストップ：STOP 

（現象） 

ちょっとしたキッカーエンディング（驚きのエンディング）を持った

ACAAN エフェクトです。客に１枚のカードと１つの数を思ってもらい、

その枚数目まで客にカードを配ってもらいます。客がその枚数目まで来る

と、そのカードのバックには「ここでストップ」と書いてあります。そのカ

ードを開けると、まさに客のカードなのです。 

（やり方） 

正直に言えば、上記の記述はよくあるマジックディーラーの広告文に近いで

す。しかし、それがマジシャンがやりたいと思っていることであり、客が記

憶に留めることになる現象です。 

とてもフェアに見えるギミ

ックを使ったやり方と、同

じように素敵なギミックを

使わないやり方があります

が、１枚の任意のカード

（クラブの６とします）を

別に用意し、 

その裏に 

「ここでストップ」と大きく書いておきます。 

（ギミックを使うやり方） 

これは CRAIG PETTY が考えたもので、１枚の W バックカード（両面とも

使うデックと同じ色）が必要です。 

―以下省略― 

ギミックカードを使わない場合には、クラブの６をトップにセットしてお

き、「BALDUCCI CUT DEEPER FORCE」を使います。 

―以下省略― 

 



５０／５０ 
（現象） 

マジシャンはカードボックスをテーブルに置いて、こう言います： 

「私が誰かにカードを１枚思わせると、たいていはスペードの A かハート

の Q を思うのです。あなたはどうですか？さて、今ここにその A と Q を持

っているとして、あなたはどちらを言いますか？」 

客が「ハートの Q」と言ったとします。マジシャンはカードボックスの中か

ら１枚のカードを取り出します（他には何も入っていません）。そのカード

を見せると、それがハートの Q なのです。さらにマジシャンは、「私には、

あなたがハートの Q を選ぶことに確信があったので、実はカードボックス

にもそのことを書いておいたのです！」と言って、カードボックスをひっく

り返すと、裏にはシャーピーで大きくハートの Q と書いてあるのです。 

―以下省略― 


